
自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の管理と貸出し等の要領

（目的）

１．この要領は、連盟が保有する自動体外除細動器（以下ＡＥＤという。）の

管理およびＡＲＤＦ競技大会等における不測の事態に備えて、連盟の地方本

部、支部から要請のあった場合のＡＥＤ貸出しに関する方法等を定めること

を目的とします。

（ＡＥＤの管理）

２．ＡＥＤは、連盟事務局業務課において次のとおり管理するとともに貸出し

等をおこないます。

（１）維持および保管

ＡＥＤは、常時、動作可能な状態に維持し、保管しておくものとしま

す。

（２）管理簿

ＡＥＤの貸出しをおこなった場合は、別に定める様式の管理簿に管理

状況および貸出し状況等を記録するほか、貸出し申出者から送られてき

た「貸出し申出書」（別紙１）を保管しておきます。

なお、管理簿の記載項目は、次のとおりとします。

ア．貸出し申出日、貸出し申出者の氏名、コールサイン、住所およ

び連絡先

イ．競技大会等の開催日および名称

ウ．機器の故障の事実、原因

エ．その他（注）
注：ＡＥＤの故障のため、メーカー等に修復依頼した場合、その措置の内

容について記載します。

（３）貸出し後

貸出しによる移動使用終了後、ＡＥＤが連盟事務局業務課に返却され

た場合は、品物の不足、故障の有無を確認したうえで、管理簿に必要事

項を記入するほか、貸出し申出者から送られてきた「ＡＥＤ記録日誌」

（別紙２）を保管しておくものとします。

（４）故障等の場合の措置

ＡＥＤが故障等のため使用できなくなった場合は、すみやかに連盟事

務局業務課においてメーカー等に修復依頼をおこなう等、適宜な措置を

おこなうものとします。



（ＡＥＤの貸出し）

３．ＡＥＤの貸出しの申出があったときは、次により貸出しをおこないます。

（１）貸出し先

連盟の地方本部および支部とするが、ＡＲＤＦ競技大会については、地

方大会、支部大会、公認大会とする。

（２）貸出し手続き

貸出しを希望する場合は、「ＡＥＤ貸出し申出書」に必要事項を記入

の上、事務局業務課へ送付することとします。

なお、申込みが重なった場合には、希望どおりに貸与できないことが

あります。

（３）ＡＥＤの送付

①ＡＥＤを貸出す場合は、事務局業務課から原則、宅配便によって、

「ＡＥＤ貸出し申出書」に記載された送付先に送付することとします。

②送付するものは、ＡＥＤ本体および付属品、「ＡＥＤ記録日誌」、取

扱説明書、搬送手順書ならびに「管理委任文書」（別紙３）とします。

（４）ＡＥＤの返却

ＡＥＤを返却する場合は、必要事項を記入した「ＡＥＤ記録日誌」と

ともに、ＡＥＤを速やかに事務局業務課まで返送することとします。

（５）経費

ＡＥＤ貸出しに要する経費（ＡＥＤの送料を含む）およびＡＥＤ故障

の修復等に要した経費は連盟が負担しますが、ＡＥＤの返送にともなう

費用については貸出し申出者が負担することとします。

（参考）

■ＡＥＤとは・・・・

突然死の原因となる異常なリズムを起こした心臓（心室細動）に電気ショック

を与えて正常なリズムに戻す医療器械です。近年、その重要性が認知され、人が

集まるような公共施設や催事場所などへのＡＥＤ設置率も高くなってきています。

ＡＥＤの名称の中に「自動」とあるように、ＡＥＤが自動的に心電図を解析、

電気ショックが必要か必要でないかを判断します。


